
昭和18年3月4日の爆愛性紅焔と黒勲群2832番とに就いて

大津綱一郎

筆者は柿岡地蔵集観測に於て昭和18年3月4日朝間々燥費性紅娼を視測する機舎を得たので，と

れを報告する．器棋はツアイス製20桓赤道儀に直鵡分光器を附したものでH，.線に依るものである．

蛍日i紅婚観測中 9時 34~目盛環 281・附近に建せるに異常に光輝ある線に到達したので，金周

観測直後賞該部を再び甑測したるにスペクトル線の異常光輝と共に嬰位著しく次第に上延を増加し

行〈傾向あるを知り引綾き観測を稽観した.l1時初分最大上延約 7底粁に建したるも岡部分

には上廷僅かに 5千粁に過ぎず同 30~子頃にはもはや片影をも認めず，非常に念激えkる爆費性衰亡

を硯測した．周盛讃加rは太陽商北より周囲を東方へ撤へて 3・の踏でるる．
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との紅娼の経過距離を時間的に見ると，吹き隻の

如くで最大上延 7瓜粁に過ぎず，紅婚としては小

規模のものであるが爆殻性大紅熔の縮少とでも官

ふぺ〈，小規模主主がら爆稜の鑑賞を具備してゐる

のが分る．今迄に親測された大紅娼の最大上廷は

T. Roydeが昭和 3年 11月 19日に硯測した

929000粁であるといふからとれに比ぶれば随分

に小さい．柿岡では小岩＃氏が昭和 13年 4月

初日に硯測し？と 320.000粁ω吉成民が昭和 10

~f. 10月 4日は観測した 330.000粁ががある．

第 1闘の如〈紅婚は 2部分 A,Bより成って居り，そのスペクトル線を検するに，第 2園に示す

知＜ A は著しき紫色捷位を示し B より著しく鍵位して居るのが目につく．紅絹 A の強度は B

よりも弱いが遥かに高〈昇臨し紫色鑓位も著しく調線連度〈接近Jの大なるを思はしめる．紅娼B

は非常に強度強〈赤色及び紫色の南側へのドプラ F 費位著しくして線の植が大いに披げられまばゆ

い感じを起させ九末期に於ての紅婚 A の爆費的昇踏に際しでは大なる紫色鑓位を示せるのみな

らず図示せるが如き著しき歪みを視測した．

上表により横軸に時却を縦軸に上延距躍を取りて困示し紅婚の＃跨の般態を示すと第 3闘であ

る．とれにより紅絹は A部 B部共に殆んE平行に昇騰し，唯昇騰連度を異にするのみたるζとが

分る． とれは向ーの底部より昇騰カを得るととを考へれば蛍然であらう．そして紹凋ば先づ 9時

(1）栃問地磁然混測所要害軽 量移 14きま作2,s鍛
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30分より 10時 20＊に華る始めの40分聞に

第 1問問の昇膳を起し A部は約 l$；.粁より比

6禽粁迄.B部は約 1高 5千粁より 2高 6

千粁迄鋒勝し以後 10時 50分迄しぼらく昇騰

を休止し高さは少々下降しA部は約 8高粁よ

り4高 5千粁迄.B部は約 2高 5千粁より

2高粁迄に下降したが 10時 50分に至り再び

第 2問問の昇踏により A都は約 4.at 5千粁

より 7高粁に. B部は約 2高粁より約 5高

粁謡界騰を続けたが頂舗に議した 11時 20分

に至り俄然男・蹄停止と共に僅かに 10分足らず
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して A部， B部共に滑失し金〈片影を認めざるに至ったその紙恰かも噴水の俄かに停止せるが

如〈であった．帯均昇臆速度を求むるに 4都では最初の鋒臆越度が 18粁／秒，戎の下降速度が 8

粁／秒．最後の昇騰速度が 8粁／秒で B部では最初の最初の昇鵬速度が 5粁／秒，戎の下降速度が

3粁勝，最後の昇麟車度が 8粁／秒である．始め A部と B都とでは昇鵬温度に可たりの闘をが
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あったが最後には A 部と B部と治法〈同一速度を以て爆稜に加はり同時に裏返してゐるととが

分る．多数の質例から Pettit仰が稽へた如〈本紅猶も亦ある期間一様tr.速度を以て鼻血害し然る後，

恰も念激主主る衝動を受けたるが如く念激に増大し撚る後は濯励は再び一様速度とたってゐる．とれ

によりても爆稜性飼摘を支配するカが重カの如きもののみでたいととが介る.Surによれば謡射麗

の太陽重カに劃する過剰が紅婚に加速度を奥へ，とれは底部の温度，形欽，光輝部の大さに依存す

るとの事である．回を見るに親測の誤差によって踏が幾分パラついてゐるがそれでも運動が時々直

線的であるととが分る.Pettitに依れぽ紅婚について今迄に観測された最対事度は 400粁／秒であ

り不均速度は 153粁紗であるが，本例の越度はとれらには較べにならぬ程小さい．吉成氏が嘗所

にて，昭和 10年10~ 4日に硯測した平均速度は 140粁勝であり，小岩井氏が昭和 13年4月

初日に翻測した組猶の最大速度は 800粁般に濯し，平均速度は 130粁般であった

本組揺が完全に太陽の縁漣にあるものとして出現せる緯度仰を計算し，本紅猶が北緯 2度より

7度迄連れるものたるととを知る．とれは燥褒性紅婚は低緯度にて形成せられるといふ事賓と一致

してゐるのが分る．然るに 3月 5日9.0時に太陽面を撮影せる乾板には，北緯 5度に白斑に包

まれたる双黒群 2832容が東端に出現してゐる．とれは緯度の関係より推して．叉爆費性紅婚が往

々黒酷群の近議に費生せるに鑑み，本紅婚に深さ関係を有する黒鈷並びに白斑なるととを推定出来

る．そとでとの黒踏の位置附近に本紅絹がありたるものと仮定し黒詰群 2832呑の中央子午線経過

時より，本紅猫を親測せる経度を推算するtc，太陽自縛遮度を毎時 0.55度と俵定すれば爆稜親調j

時の位置は経度85'附近とたる．従って東の縁謹よりや弘内側に入りたる所を中心として爆稜を起

したるものと想像せられる．然るに燥稜硯測時並びに嘗日午後 16時四分には太陽面上には金〈

黒星占見嘗らざりしは縁語にて観測不能たりしものと推定せられる．翌日早朝に始めて爆費量占と略々

同一踏に黒勤群とそれを包む白斑の費生を晃るととが出来た.Fo:x<S＞によれば輝しき太陽彩厨嬢稜

の存ずる所殆んE組ての場合その附抵の太陽線議に爆稜怯紅摘を見爆稜現象に伴ひて或ひはしばし

ばその後tc続いて新らしき黒艶の費生を見るととは非常に一般的たものである．比鼠に彩厨の爆穫

とはカルシウムの E 又はX 綾或ひは水素の線 Ho.を以て撮った太陽車光寝真に於て黒星占の近溢

に衰はる L非常に光輝噂し〈，形肢の鑓化激しき，輝け2る斑貼の見える現象のととである．本紅絹

の場合に就いて考ふるに先づ黒鈷群 2830呑附註に彩居の爆費があり同時に爆裂性紅婚の出現を見

たるものと，思はれる．且つ黒騎群を包む白斑の輝けるは，その黒騎群附近の活動の異常なるを示し

てゐる．車光太陽寓._a!tが乎許にたいので爆稜の存症を確められたいが，爆費怯紅婚を観測せる同一

(1) Ap. J. 72, 1982. 
(2) Handbuch der As位ophyeik,Bd. 4. p. 155 
(S) Ap. J. Vol. 28. 1即S
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箇所に黒星おと白斑とを見るととより推察して黒蹴経過に呉常主主特殊爆費があったと考へられる．

3月 4目前後の地磁無の蹴態を見るに 1aユ5時頃より 6日頃迄かたり荒れて居り被差は水
平分力にて 130γ．鉛車分力にて 50γ 程度である．一方太陽面撮影の窮民を見るに 1日除悪天候

の矯め依測.2 a, 3日には黒騎群 2830番が特に酉渡せんとして屠あ蛍時の面積はおO単位程
度であり，白斑も見えず且つ太陽商中央子午線附近には黒勤群皆無であり， 4自には黒鈷群皆無に

して爆蜜住紅娼を見， 6日には東端に黒勘群 832呑と白斑とを視測し，以後 2832番の西浪に至

る間は他に黒錨群は無かった．従って 4日の爆費性紅婚観測前後に若しも中央子午線附近に太陽

彩謄の特殊爆費が見られものとすれば，との地滋筑の擾翼止はとの爆稜怯紅婚と関聯してゐるもので

はたいかと考へられる．然るに『む爆稜はその 95%までが黒鈷群の中で起り黒星占外で起る場合で

も大抵は黒訪の消えた直後であったれとれから費生するととろだったりするので，本嘗に黒舗に

無欄係a場合は殆E無いと言ってもよいので 2882番以外に全然黒勤群を見君主い.4日附近の太陽
面より考察してとの爆設住紅娼に伴ひし太陽彬居の爆穫が地磁気の荒れと関係ありと思推せられる

究第である．殊にとの爆費性紅煩の d郵が刻械に向ひ著しき接近の親線速度を示せるを恩ひ合せ

れば或ひはその焔より出でたる徴粒子が地球磁場に影響を典へたるものであらう．更にとの黒勤講

2832番の中央子午線経過時を求めると 3月 10日18時となり．この附近の角撒集の紙態を検す

るに 12日1時附近よりやL荒れて居り較差水平分力で 60γ鉛直分力 45γ 程度を示して居P

12日15時頃に一時常館に復して居る． ζの擾鉱の初動を 12日1時とすると， とれは黒鈷群

2832番の中央午線経過時後約 31時聞に嘗って屠P，嘗時黒酷群 2832番以外に他に黒描群無き

勤に鑑み，との接観の原因が黒賠群2852呑附近の異常域に遅うるととが考へられる.S. Clt1pmanc1> 

に依れぽ太陽商の黒鈷附近にあって黒動と関係深き異常域から放射された徴粒子流が地球に到達す

るに要する時聞は 1日乃霊 4日であり．又小岩井氏。』の調査によれば中央子午線遁過後 26時聞

にして嵐が起るのであるが黒蹟群 2832番と今岡の擾飢とはとの調査とよく一致してゐる．査し黒

酷群 2832呑附近には異常なる活動域が存し， 4日此の附近から燥鷲性紅婚の昇騰するのを観測し

たが，中央子午線附近遁越の際にも地磁気に彰響を及ぼし 8月 10日より 16日頃迄多少の擾飽を

見たものと恩はれる．黒鈷群 2832番は出現時商積は約 200単位であった治らぐんぐん面積を増大

し10自には最大面積 933車枇を占むるに亙ったもので始め彼小黒描群の集会たりしが，中央子午

線通過時の頃より念激に費遣して双黒賦群を形成したが，酉徐に近づくに及び後続黒監が急：激に分

解して徴小黒勘群の集会とたり嚢亡を示した．小岩井氏の調査に依れぽ以上の如き徴小黒鈷群の集

（均大滞話時• r太陽影Rfの爆強現象J天文級文庫色紗館七舟
（勾 S.Ch畠pman. The Ear也、 Magnetismp. 111 
(8）柿岡地磁紙叡測所要報修s~毎 $1~
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合部念2肢に寝遣して京縄蹟群とたり，衰亡も亦愈撒危るととは極めで一般的ttる傾向でるる. Gio・

van ell”に依ればかくD如〈面積譜：靖の混嬬儲群tc伴ふ彩居の爆費は極めて優勢であるととから，

本例の地磁気の荒れを説明出来るととと，恩ふ．そして衰亡に際しでは先顕治載り後方から崩れると

いふとともとの例が示してゐる．黒勘群 2回2番が商謹にありし 16日， 16自には極めて蹟範囲

tc亙って商務を観測するととが出来九とれに依って見ても黒勘群泊四番附廷の活動は倫陪金く

は衰へず周囲に白斑の光輝都を有するととが分る．更に 17 日及 18 日西緯に於て夫々緯度~～T・

及び 2・～4・tc5,000粁程度ゎ光輝ある紅焔を見るの捻，との 4自の燥稜怯紅焔と脚係があり，倫
隠その附近tc若干の活動の残れるとと示すものに非ずやと，恩はれる．かく本車r焔に密接主主る関係を

有する黒鈷群 2832呑を鑓思するに，とれは 2月 9日中央子午紘より東約 4.0鹿附近に費生し，

2月 11日20時tc中央子牛娘鑑識をaせし鶏鮪群 2827審の問蹄せるものであるととが分った．
舗2'1呑が新に稜生せし頃除載小黒酷群の小さい集合にして面積も 107単位に過ぎ主主かったが次第

に激増し 11日には 920単位tc慈し双黒鞘群を形成した．先頭の黒勘は図形の皐ー黒星自にで可友

り大にして後続黒星富除従者を従へた二部分よりたる黒儲群であり，その形献は 2882番の中央子午

線経過時の様子と非常によく似てゐる．部27番は 18日西渡したが 17日頃には後続黒舗が激粒

五E

$ 
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m.蹴書事 2827容の策2悶悶s

黒動惚分裂し，先頭の黒勤に績くに白斑と黒監

の彼粒とを以てしてゐるのが分った. 2827番

が ll日中央子午線を経過する前後は地磁気欣

態はやL揺れてゐるのが闘につく， IWち 13日

の較差は水平分力 50仇鉛直分力 30引にて 10

鴎 日より 13日頃までは記象紙の曲線は小さい費

動を随所に線返してゐる．蛍時太陽商には2827

番以外に 2828番の面積小たる小黒酷が存する

に渇き・ざる事を思へば 2827番がとの地磁気の

荒れの原因ならんと想像せられる.2827容の西

波動に於ける紅焔観測は悪天候のために歓測の

止むたきに至りしは残念でるった．

還を生後節目 かくの如く黒勤群に近接して太陽彩眉燥哉の
f5 a 14時面積500別立より 1
8日8時面積 650lYLiltJd世帯j 極めて優勢なる異常域が存しとれが地磁気等の

嵐の甑泉とえにP，又可なり長い間存在して縁漣にては底々繰渡性軒焔として蹴測せられる事質は極

めて興味深い事である．

以上継者はかLる燥殻怯紅始と樽命長さ黒貼の甑測をなす好き機合を恵まれたるととに載し，日

頃から御指導を惜しまたかった今道所長に謝し深甚の感謝を捧ぐる次第でるる．

治記

その後 2832番は潟民に見る如〈先頭の銀鈷のみが残り面積増大し第 2同闘の岡崎を観測し

た 黒勤務蹴 2836帯はとれである．とれは 4月 6日23時中央ヲ4場展を経過したが6日は

水平分力にて 70,γ 種皮の均峨無の援飢を起して居るのは 2836呑に依れるものと思ふ. 2836 

呑の商積は 2日より 5日時迄は約 500単位であったが 6日8時には 650単位とゑり激増

してゐるから恐らく 5日 14時と 6日8時との聞に燥費類似の現象があり，それが 8日の

地磁気記象紙の上に現はれたものであらう．との黒鈷群が 2月 11日第 1周目の子午線経過

をたせる時は同月 9闘に費生後急：激：に商積を場大して双黒描群を形成し 3月 10自に第2同

闘の中央子午線結晶をたせし時には美しい渦動を示した双黒鈷群と友ったがそれが西縁に近づ

く頃より後続黒貼が分裂を始め 4月 日に第 3問問の中央子午線経過をたせし時には置百貨

増大せる単ー黒鈷群とたり，衰退を示し始めた．何れの中央子午線通過に於ても多少の地温集

の擾鉱を示し地磁気活動の 27日週期仰の事賓が磁かめられたしかも地磁気の盛観が何れも
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水平分力にて 100γ 内外にて犬きい嵐とたらぬのは，大碑無嵐を引き起すが如き太暢彩庖爆費

は一度起れぽすぐ消失して諮命が短いものであるに反し比較的に弱い活動域は黒舗に閉館して

比較的に長〈存命し撒岡の岡崎毎に多少の擾凱を奥へるものと思はれる．又がくの如〈比政的

に弱い活動域tc重苦し必ず多少の地磁気の鐙乱を感ずるのは，今年が黒舗の 11年遇期の末頃に

営り，黒舗の出現緯度が低緯度に移ってゐるからであらう．

(4月 8日〉

(1) J. A. Fleming, Terrstrfal Magnetism and Electl't'cltp, p.艶8



Memoirs ofぬeKakioka Magnetic Observatory 

Vol. IV, No. 2. June, 2603 (1948) 

Abstract of Memoirs 

On the Electriciも・Yon Rain (part I) 

ByS. K沼田I.

Since Feb. 2601，曲目 wr1ぬrb闘 carriedout a me姻nrementof油p elec世rlcltyon rain. AR色be

1lr8もrepor色wefnTI婦も3酔ぬ色hedata !tom Feb.色oAng. of this year. 

In ordinary rainfall目前con1pantedby a・凶 ospherlcdepression，ぬechar酔 o.fbo出 elgneie about 

0.1 e.e.u. per c.c. and not e玄ceede0.5 e.e.u. per c.c. The伺 rrentdenelけ dueto the rainfall of this 

凶nd泊 inrang也食。•Ill 10・＇＇to io-11 amp. per sqnare cm. P.伺 itivelycharged raf盟関curmore 

fr町四国lyrompared with a噌a健veon肱

In ahoweni accompanied by fron民主becharge amounts over 1.0 e.s.u. and it oo何 rsrarely more 

色.ban却 e.s.u.per c.c. The cttrrent dcnei句 ofぬiecase ie the order of 10-1・amp.per問narecm. 
The char.酔 observedIn rainy eeason is about 0.01 e.s.n. per c.c.阻 dsmaller than that of ordin-

ary rainfalls. 

When rainfall exceeds 1.6 c.c. per min., zero or negative charge is so slightly that we ran Dot 

observed it, while positive char酔目howsa lower value in rainfall from 0.5 to 1.6 c:c. per min. and 

when It exceeds 1.6 c.c. per mtD.，もhecharge tends色oincrease with rainfall. 

As to th由時latlonwl治主bepotential gradient, It .ts a predominant tendency in our伺時ぬat

the nega生ivepotential is眠 elusivelyaccompanied by po日itlvelyehargecl raiD, while in色；beforeign 

eountrfea th惜 negntlvechnrge i同alsoobserved. 

On the M何 hanicalCollector 

By M. MlsAJCL 

In summer of 2601, two kinda of mechanical collecto却 designedby Mr. Y. Yokoutl were Ina凶－

led at this observatory・Their伺回truc色ioneand some observed data are reporぬd.

In the tlrat type，めeshielding plaもels rotated over tha two in回la飽dplates which takeめ自

由rfacechar伊 proトortlonalto the existing個 rぬ’afield when th句 areexp蜘 d.Onめecontrary，色加

illSUlated pl蜘 ofthe second type rot＆陶 tmderぬefixed ahieldlng可hlehb創世WOape蜘 ree.The 

former i8 ebownいFig.1, and the latter in Fig. 7. 



On the Atomosph位ic.Po旬n伝alGradie凶 atthe Top 

ofもheHill, a Kakioka Fujiyama” 
By B. KI回私

自。mNov. 2600 t.o Mar. 2601, the wrlぬrcarried out a measurement of ihe ooぬntlalS?radient 

near 也eearth’S sarfa伺 at tbe top of the hill ω・阻.lled叫 Fnjlyama". The observl.ng point ls loca事ed
abo凶 lkm.sou偽.wardfrom悩 sob関門店旬ry.This hillsぬa也 alone前回mewhaもsouthfrom油e

G佃偽rofぬ邑 Kald.okab岨n.The top of白ehill is fla色andforms the circular ground about卸 m.

in dtameter, surrounded w地 pine加 ea偲 ceptingfor nortbelde，泊eirheigh色bein,gnearly equalぬ

the level of the色op.The observing point fa前回elevationof 1却m.above白esea level and about 

100 m. higher色ban也isobsぽvaもory.

As色hemeasuring appar叫ue,a Benndor鉦’S 自由1台前0吋ingelectrom由旬rwas used with a radio 

偽orinmcollector which w回叩畠.rt10S cm. from油ewall and l綿 cm.above the ground. I旬reduction

factor t.o a fiat place Is 1.28. On曲eoぬerhand，叫色凶Sobserva・もorya wat.er dropper collector is 

田edwhich ie i窃 C乱 apartfrom the wall阻 d却Oc乱 above也eground. Its reduction factor is 1.S2. 

From the remits of the simultan1師団observa古tonswe。bぬined,as an average value, l邸.5V/m 
戯曲ehill and 150.5 V /m at也isobs町四旬守・ Theformer is 1.29 tlmee”large as出。 1“飴宜， but
色behourly rati伺 between色hemchange c。nsiderablyandぬeavera伊 ratiofrom 11 h to 16 h ie 1.邸．
It mttst be notf時dthatぬeVlllue ofぬemorning maximum at色hehill le ra色hersmaller白血

也ata色偽lsobservaもory.

The diurnal varia針。nin a fine wea色hershowsぬedouble maxima-type at both places, batぬere

are s侃ne必tferences回 belowmentioned; 

(1) The ampli加 le綿 thehill is smaller白血伽色 atthis observatory，色hatis, In the latt.er the 

morning maximum developes predominantly than evening ma話mum,while in色heformer 

these maxima being nearly equal. 

(2) TheもImeof maximum in色hemorning at色behill isもendingto retard about one hoar色ban

色batatぬIsobservatory, while the evening maximum。ccursalmost t・he same time at both 
places. 

Such differences may be attributed色othose of出emeteorological co.:ditions a.t boぬ places,

匂peclallyto that the reversed state in色beatmosphere nearぬe色opof the hill breaks earlier色han

也atatめisobservatory. 

Th也 wri色era’同 disctl89edthe diurnal variations on cloudy <lays and出epotential variatお国

daring rainfall目．

The Earth’s Magnetism and Earthquake (I) 
ByT. y，伺 DIA四 ．

(1) The胃orld-widedistribution ofもbe釦・calledfoci ofめesecular variation of the ear也、magne・

titllD is we11 relate！＼色othat ofぬeland and ocean, and a more close Investigation, considering也e

dlstributまonofぬ畦 principalearぬquakezones, sug努自旬 apossible C＆凶eof曲艇ぬ secnlarvo.rlatlons 

due to the lntlootion byぬepr鮒entgeneral盆eld.
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。：） The岨nnalmeans of both horizon凶組dverti偶 lfnte凶制eaat the Kakioka and Toyobara 

U叫伊州C Obeerva愉 iesare eta白色lcallyinvestigateδ 針。m ihe point of viewぬa色someof local 
magnetic di鈴ロibancesin the vicinity of the active crustel defonna官Ion曲onldbe expecぬdto relaも申

書0白骨 occurenceof倒rぬquakes.The reeuft obtained le just eoぬ叫色hegeneral Inv銅色.fgaもionof 

the secular varlaもionmust be att前k2dat first fromも，hfsconafdera色Ion.

On the ErupもiveSol町 Prominenceon Mar. 4, 2603, and 

色heGroup of the Sun-Spot, No・2882.

By T. 0sAw.ム

Some ob働rvedmets are repor色edon a moderate but eruptive prominence appeared onぬee銅色

limb ofぬesun disk姐 d也e剖Socia・旬d岡田spot,lnclndi11g色heirpossible effec旬 uponめeeaポJi’e

m尚pieticactivltJ作

A Report of some Solar Measurements during the 

Solar Eclipse, of Feb. 5, 2603. 

By T. OsAwA 

Onぬeoccasion ofもhetotal solar ecli凹e,a photographic meaeureme11色ofthe time of色hee.nd 

of the eclipse and oぬeraare repo尚ed.The error or白epresent photographic metillod ie probably 

witillin the Ui:nlt of two seconds of time. 




